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任
期
満
了
に
伴
う
再
任
同
意

○
前　

幸
貴
氏
64
歳
（
玉
城
）

●
和
泊
町
固
定
資
産
評
価
審
査

委
員
会
委
員
の
選
任

任
期
満
了
に
伴
う
再
任
同
意

○
福
山　

肇
氏
67
歳
（
喜
美
留
）

○
松
山　

廣
志
氏
64
歳
（
出
花
）

○
本
部　

玲
子
氏
59
歳
（
和
泊
）

●
和
泊
町
教
育
委
員
会
委
員
の

任
命

任
期
満
了
に
伴
う
再
任
同
意

○
川
邊　

裕
子
氏
66
歳
（
手
々

知
名
）

●
工
事
請
負
契
約
の
締
結

　

和
泊
休
憩
施
設
整
備
事
業
に

係
る
土
木
工
事
、
主
に
舗
装
工

及
び
芝
生
工
を
施
工
し
、
事
業

促
進
を
図
る
も
の
。

●
工
事
請
負
変
更
契
約
の
締
結

　

町
営
住
宅
喜
美
留
団
地
６
号

棟
新
築
工
事
の
建
築
本
体
１
工

区
の
工
事
量
の
増
。

　

行
政
手
続
き
に
お
け
る
特
定

個
人
を
識
別
す
る
た
め
の
番
号

の
利
用
等
に
関
す
る
法
律
の
施

行
に
伴
い
、
個
人
番
号
を
そ
の
内

容
に
含
む
特
定
個
人
情
報
等
に

つ
い
て
改
正
。

●
和
泊
町
柔
剣
道
場
の
設
置
及

び
管
理
に
関
す
る
条
例
の
全
部

を
改
正
す
る
条
例
の
制
定

　

柔
剣
道
場
の
管
理
が
和
泊
字

か
ら
教
育
委
員
会
へ
移
管
す
る

こ
と
に
伴
い
、
所
要
の
改
正
及
び

規
定
の
整
備
を
す
る
た
め
、
全
部

改
正
。

金
額
は
、
千
円
単
位
四
捨
五
入

●
平
成
27
年
度
和
泊
町
一
般
会

計
補
正
予
算
（
第
２
号
）

　

歳
入
で
、
国
庫
支
出
金
、
県

支
出
金
及
び
諸
収
入
の
増
額
等
、

歳
入
は
、
企
画
費
、
児
童
福
祉

費
及
び
農
業
費
の
増
額
等
の
予

算
措
置
で
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ

１
億
７
６
５
万
円
増
額
し
、
予
算

の
総
額
は
、
63
億
２
，
４
２
０
万

円
。

●
和
泊
町
税
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例
の
制
定

　

地
方
税
法
等
の
一
部
を
改
正
す

る
法
律
の
一
部
が
、
施
行
さ
れ
た

こ
と
に
伴
い
所
要
の
改
正
。

●
和
泊
町
手
数
料
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例
の
制
定

　

行
政
手
続
き
に
お
け
る
特
定

の
個
人
を
識
別
す
る
た
め
の
番

号
利
用
等
に
関
す
る
法
律
の
施

行
に
伴
い
、
住
基
カ
ー
ド
、
個
人

番
号
の
通
知
カ
ー
ド
及
び
交
付
、

再
交
付
の
手
数
料
に
つ
い
て
所

要
の
改
正
。
ま
た
、
農
地
法
改

正
に
伴
い
、
農
地
台
帳
記
録
次

項
要
約
書
の
交
付
が
義
務
づ
け

ら
れ
た
こ
と
に
よ
り
新
た
に
手
数

料
を
規
定
し
、
他
の
農
地
法
関

係
の
証
明
手
数
料
に
つ
い
て
も
見

直
し
、
改
正
。

●
和
泊
町
個
人
情
報
保
護
条
例

の
全
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制

定 可
決
さ
れ
た議

案
事
項

条
例

補
正
予
算

●
平
成
27
年
度
和
泊
町
国
民
健

康
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算（
第

１
号
）

　

歳
入
で
、
国
民
健
康
保
険
税
、

諸
収
入
及
び
繰
越
金
等
の
増
額
、

前
期
高
齢
者
交
付
金
の
減
額
、

歳
出
で
、
保
険
給
付
費
、
諸
支

出
金
等
の
増
額
、
介
護
納
付
金

の
減
額
の
予
算
措
置
で
歳
入
歳

出
そ
れ
ぞ
れ
１
，
８
３
４
万
円
増

額
し
、
予
算
の
総
額
は
12
億
２
，

０
５
１
万
円
。

●
平
成
27
年
度
和
泊
町
介
護
保

険
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
１

号
）

　

歳
入
で
、
繰
越
金
の
増
額
及

び
繰
入
金
の
減
額
等
、
歳
出
で
、

総
務
費
及
び
諸
支
出
金
の
増
額

の
予
算
措
置
で
歳
入
歳
出
そ
れ

ぞ
れ
９
８
４
万
円
増
額
し
、
予
算

の
総
額
は
86
億
４
７
０
万
円
。

　

今
回
の
人
事
案
件
は
無
記
名

投
票
に
よ
る
採
決
で
、
結
果
全

て
の
案
件
に
お
い
て
全
会
一
致
で

同
意
さ
れ
た
。

●
人
権
擁
護
委
員
候
補
者
の
推

薦

平成27年第３回定例会
９月７日から17日まで11日間にわたって開催され、上程された議
案の全てを可決しました。

人
事
案
件

契
約
案
件

報
告
さ
れ
た
事
項

契
約
案
件
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理
解
と
協
力
を
い
た
だ
き
な
が

ら
、
徴
収
努
力
を
し
て
い
く
こ
と

が
重
要
で
あ
る
。

出
向
職
員
に
つ
い
て
は

こ
の
ま
ま
継
続
し
て
い

く
考
え
な
の
か
。

出
向
職
員
は
、
両
町
土

地
改
良
区
合
併
準
備
委

員
会
の
協
議
の
結
果
、
町
か
ら
の

派
遣
職
員
を
引
き
上
げ
る
事
に

よ
り
、
町
と
の
関
係
や
関
係
機

関
・
団
体
と
の
連
絡
調
整
が
上

手
く
い
か
な
い
の
で
は
な
い
か
と

の
懸
念
が
土
地
改
良
区
役
職
員

に
あ
り
、
引
き
続
き
職
員
の
派
遣

を
し
て
欲
し
い
旨
の
強
い
要
請
が

あ
っ
た
。
本
来
な
ら
ば
、
沖
永
良

部
土
地
改
良
区
と
し
て
自
立
運

営
が
基
本
だ
が
、
町
と
し
て
も

自
立
の
道
筋
が
見
え
る
ま
で
、
あ

と
数
年
を
目
処
に
支
援
を
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

農
業
振
興
に
つ
い
て

水
か
け
農
業
に
つ
い
て

ど
の
よ
う
な
取
組
み
が

な
さ
れ
推
進
し
て
い
る
か
。

水
か
け
農
業
の
推
進
に

つ
い
て
は
、
昨
年
２
月
に

●
工
事
請
負
変
更
契
約
の
締
結

　

町
営
住
宅
喜
美
留
団
地
６
号

棟
新
築
工
事
の
建
築
本
体
２
工

区
の
工
事
量
の
増

●
財
政
健
全
化
判
断
比
率

●
資
金
不
足
比
率

●
放
棄
し
た
私
債
権
の
報
告

●
平
成
26
年
度
一
般
会
計
及
び

各
特
別
会
計
・
水
道
事
業
会
計

の
決
算
は
決
算
審
査
特
別
委
員

会
に
付
託
さ
れ
，
審
査
の
結
果

８
会
計
は
い
ず
れ
も
認
定
す
る

も
の
と
決
定
し
た
。

（
詳
細
は
８
Ｐ
に
掲
載
）

そ
の
他

未
収
金
の
収
納
状
況
は
、

平
成
25
年
９
月
の
総
代

会
で
平
成
９
年
度
か
ら
平
成
19

年
度
ま
で
の
、
一
般
会
計
未
収
金

総
額
の
５
，
８
２
９
，
４
４
０
円

が
不
納
欠
損
と
し
て
処
理
さ
れ
、

残
っ
た
未
収
金
に
つ
い
て
は
、
平

成
27
年
８
月
末
現
在
、
一
般
会
計

未
収
金
額
が
、
１
２
，
６
５
９
，

９
６
７
円
、
特
別
会
計
未
収
金
額

が
１
３
，
７
９
４
，
３
９
５
円
と

な
っ
て
い
る
。

　

平
成
27
年
度
の
未
収
金
収
納

状
況
は
、
一
般
会
計
未
収
金
徴

収
額
が
、
１
，
４
９
７
，
６
１
９

円
、
特
別
会
計
未
収
金
徴
収
額

が
１
３
３
，
３
２
７
円
と
な
っ
て

い
る
。

　

土
地
改
良
区
の
運
営
は
、
組

合
員
の
経
常
賦
課
金
で
維
持
さ

れ
て
お
り
、
未
収
金
の
増
加
は
土

地
改
良
区
の
運
営
に
大
き
な
支

障
を
き
た
し
、
さ
ら
に
は
組
合
員

へ
の
サ
ー
ビ
ス
低
下
に
つ
な
が
る

こ
と
か
ら
、
未
収
金
の
徴
収
は
、

引
き
続
き
土
地
改
良
区
の
総
代
、

役
職
員
一
丸
と
な
っ
て
受
益
者
の

沖
永
良
部
土
地
改
良
区
に
つ

い
て

町
へ
移
管
さ
れ
た
財
産

は
そ
の
後
ど
の
よ
う
に

取
り
扱
わ
れ
て
い
る
か
。

土
地
改
良
財
産
は
、
平

成
25
年
12
月
に
財
産
譲

渡
契
約
を
完
了
し
、
平
成
26
年

度
に
法
務
局
と
の
打
合
せ
を
行

い
、
平
成
27
年
度
の
10
月
か
ら

随
時
登
記
手
続
き
を
進
め
て
行

く
計
画
で
あ
る
。
ま
た
、
財
産
の

維
持
管
理
は
、
平
成
27
年
２
月

に
沖
永
良
部
土
地
改
良
区
と
管

理
委
託
協
定
書
を
締
結
し
、
土

地
改
良
財
産
の
維
持
、
保
存
、

運
用
を
さ
せ
て
い
る
。

未
収
金
の
収
納
状
況
は

ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い

る
の
か
。

一　般　質　問
平成27年（9月）第3回議会定例会

桂　弘一議員

沖
永
良
部
土
地
改
良
区
の
未
収
金
収
納
状
況
は

問

問問

問 答

答

答答

平
成
26
年
度
決
算
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数
字
的
な
目
標
設
定
等
、

具
体
的
な
計
画
に
基
づ

く
取
組
み
は
な
さ
れ
て
い
る
か
。

数
字
的
な
目
標
設
定

等
は
、
平
成
35
年
度
の

畑
か
ん
事
業
完
了
後
の
畑
地
で

個
々
の
農
家
が
ど
の
よ
う
な
作

物
を
生
産
し
、
ど
の
よ
う
な
経
営

体
を
育
成
し
て
い
く
の
か
な
ど
、

具
体
的
な
営
農
の
将
来
方
向
に

つ
い
て
、
沖
永
良
部
島
畑
か
ん
営

農
ビ
ジ
ョ
ン
に
町
別
畑
か
ん
営
農

の
将
来
方
向
に
示
し
て
あ
る
。

　

和
泊
町
に
お
け
る
推
進
品
目

は
、
サ
ト
ウ
キ
ビ
・
飼
料
作
物
・

野
菜
類
・
花
き
類
の
合
計
12
品

目
を
設
定
し
て
い
る
。

　

営
農
ビ
ジ
ョ
ン
で
示
す
農
業

所
得
が
３
５
０
万
～
６
０
０
万
円

の
作
型
別
モ
デ
ル
経
営
体
の
育

成
目
標
は
、
現
況
の
１
９
９
戸
か

ら
２
０
４
戸
へ
と
微
増
の
計
画
を

策
定
し
て
い
る
。

　

こ
れ
ら
の
目
標
を
達
成
で
き

る
よ
う
に
、
水
利
用
に
よ
り
増
収

効
果
が
認
め
ら
れ
る
サ
ト
ウ
キ

ビ
や
飼
料
作
物
へ
の
計
画
的
な

水
利
用
に
よ
る
増
収
対
策
、
輸

送
野
菜
の
作
付
け
後
や
、
生
育

肥
大
期
の
計
画
的
な
か
ん
水
等

策
定
し
た
「
沖
永
良
部
島
畑
地

か
ん
が
い
営
農
ビ
ジ
ョ
ン
」
に
基

づ
き
推
進
し
て
い
る
。

　

具
体
的
な
取
り
組
み
と
し
て
、

沖
永
良
部
島
畑
地
か
ん
が
い
営

農
推
進
協
議
会
総
会
で
承
認
さ

れ
た
営
農
ビ
ジ
ョ
ン
の
「
ア
ク
シ

ョ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
に
基
づ
き
推

進
が
図
ら
れ
て
い
る
。

　

今
年
度
は
、
島
内
で
畑
か
ん

を
活
用
し
営
農
を
先
駆
的
に
実

践
し
て
い
る
サ
ト
ウ
キ
ビ
・
輸
送

野
菜
・
飼
料
作
物
を
栽
培
し
て

い
る
６
名
の
生
産
者
を
「
沖
永
良

部
島
畑
か
ん
マ
イ
ス
タ
ー
」
と
し

て
活
動
し
て
い
た
だ
き
、
地
域
農

家
に
対
し
て
畑
か
ん
営
農
に
関

す
る
助
言
・
波
及
活
動
を
行
い
、

畑
か
ん
を
活
用
し
た
生
産
性
の

向
上
を
高
め
る
取
り
組
み
を
実

施
す
る
こ
と
で
、
更
な
る
推
進
が

期
待
さ
れ
る
。

　

ま
た
、
畑
か
ん
通
水
地
区
は
、

受
益
農
家
を
中
心
に
組
織
さ
れ

る
「
畑
か
ん
営
農
振
興
会
」
と

関
係
機
関
が
連
携
し
、
水
利
用

の
ル
ー
ル
の
徹
底
や
技
術
・
畑
か

ん
効
果
等
を
普
及
・
啓
発
す
る

水
利
用
研
修
会
を
通
じ
、
畑
か

ん
営
農
を
推
進
し
て
い
く
。

少
子
化
対
策
に
つ
い
て

本
町
に
お
け
る
少
子
化

対
策
へ
の
取
り
組
み
は

ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
か
。
ま

た
、
今
後
ど
の
よ
う
な
対
策
を

講
じ
て
い
く
の
か
。

本
町
の
子
育
て
支
援
対

策
は
、
子
ど
も
は
地
域

の
宝
と
い
う
認
識
の
も
と
、
地
域

を
巻
き
込
ん
だ
子
育
て
が
し
や

す
い
環
境
づ
く
り
に
取
り
組
ん

で
き
た
。
本
町
で
は
新
制
度
を

受
け
、
平
成
27
年
度
か
ら
平
成

31
年
度
ま
で
を
計
画
期
間
と
し

た
「
和
泊
町
子
ど
も
・
子
育
て

支
援
計
画
」
を
策
定
し
、「
安
心
・

夢
・
ゆ
と
り
の
あ
る
子
育
て
の
で

き
る
町
づ
く
り
」を
基
本
理
念
に
、

ま
ち
全
体
で
子
育
て
を
担
い
、
人

と
人
と
が
地
域
で
つ
な
が
る
仕

組
み
を
整
備
し
、「
子
ど
も
に
と

橋口　和夫議員

少
子
化
対
策
の
今
後
の
取
組
は

問答

の
水
利
用
技
術
の
確
立
を
図
り
、

農
家
に
普
及
・
啓
発
し
目
標
が

達
成
さ
れ
る
よ
う
地
元
の
営
農

推
進
組
織
と
連
携
を
密
に
し
て

実
施
し
て
い
る
。

っ
て
の
最
善
の
利
益
」
の
実
現
を

目
指
し
て
い
く
。

　

対
策
と
し
て
、
安
心
し
て
子
ど

も
を
産
み
育
て
る
環
境
づ
く
り

を
推
進
し
、
保
育
料
の
軽
減
や

働
く
子
育
て
家
庭
の
保
育
の
充

実
を
図
る
と
同
時
に
、
子
育
て

中
の
親
子
の
触
れ
合
い
の
場
と
し

て「
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
事
業
」

等
を
実
施
し
て
い
る
。

　

今
後
も
、
妊
娠
・
出
産
・
育

児
か
ら
学
校
教
育
ま
で
、
切
れ

目
の
な
い
子
育
て
支
援
施
策
を

推
進
す
る
と
と
も
に
、
子
育
て
支

援
セ
ン
タ
ー
事
業
の
拡
充
と
、
子

育
て
多
子
世
帯
の
経
済
的
支
援

を
新
た
に
検
討
し
い
く
。

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
に

つ
い
て10

月
か
ら
国
民
一
人
ひ
と

り
に
通
知
さ
れ
る
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
に
よ
っ
て
国
民
の
生

活
は
ど
の
よ
う
に
変
わ
る
こ
と

が
想
定
さ
れ
る
の
か
。

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
導

入
で
、
大
き
く
３
つ
の
メ

問

問

答

答

きび散水状況
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リ
ッ
ト
が
想
定
さ
れ
、１
点
目
が
、

複
数
の
機
関
が
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
を

も
と
に
当
該
個
人
情
報
の
照
会
・

提
供
を
行
う
こ
と
が
可
能
に
な

り
、
各
種
申
請
書
な
ど
の
添
付

資
料
が
省
略
さ
れ
、
国
民
の
負

担
が
軽
減
さ
れ
る
こ
と
。

　

２
点
目
が
、
複
数
の
機
関
な

ど
で
、
様
々
な
情
報
の
照
会
、
転

記
、
入
力
な
ど
に
要
し
て
い
る
時

間
や
労
力
が
大
幅
に
削
減
さ
れ
、

こ
れ
に
よ
り
、
手
続
き
が
正
確
で

早
く
な
り
、
無
駄
な
時
間
が
削

減
さ
れ
る
こ
と
。

　

３
点
目
は
、
行
政
機
関
が
国

民
の
所
得
状
況
な
ど
を
把
握
し

や
す
く
な
り
、
給
付
金
な
ど
の
不

正
受
給
の
防
止
に
つ
な
が
り
、
ま

た
、
情
報
の
一
元
化
に
よ
り
、
災

害
時
の
情
報
共
有
が
迅
速
に
な

る
こ
と
が
想
定
さ
れ
る
。

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
の
内
容

等
は
、
８
月
の
区
長
会
に
お
い
て

町
内
の
全
世
帯
に
冊
子
を
配
布

し
て
周
知
を
図
っ
た
。

給
食
セ
ン
タ
ー
跡
地
利
用
に

つ
い
て旧

給
食
セ
ン
タ
ー
の
跡

地
利
用
に
つ
い
て
、
現

在
ど
の
よ
う
な
計
画
と
な
っ
て

い
る
か
。新

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

が
平
成
26
年
度
か
ら
稼

動
し
、
旧
施
設
は
、
現
在
未
利

用
と
な
っ
て
お
り
、
普
通
財
産
と

し
て
管
理
を
行
っ
て
い
る
。

　

建
築
後
44
年
が
経
過
し
、
昨

年
度
耐
震
診
断
を
実
施
し
、
安

全
で
あ
る
と
の
結
果
だ
っ
た
。

　

施
設
の
活
用
は
、
調
理
器
具

等
使
用
可
能
な
設
備
も
あ
り
、

こ
れ
ま
で
民
間
事
業
者
等
か
ら

加
工
施
設
と
し
て
の
利
活
用
の

要
望
が
あ
っ
た
た
め
、
地
方
創
生

先
行
型
の
地
域
活
性
化
・
地
域

住
民
生
活
等
緊
急
支
援
交
付
金

を
活
用
し
た
「
地
域
資
源
高
付

加
価
値
事
業
」
で
旧
給
食
セ
ン

タ
ー
の
施
設
改
修
や
農
産
物
加

工
に
係
る
備
品
購
入
事
業
を
申

請
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
加
工
品
開
発
従
事
者

の
育
成
等
を
図
る
た
め
、
和
泊

町
生
活
研
究
グ
ル
ー
プ
を
中
心

に
、
県
内
の
加
工
施
設
等
で
研
修

を
実
施
し
て
い
る
。

問

答

離
島
物
価
高
に
つ
い
て

本
土
に
比
し
て
物
価
高

21
％
、
所
得
は
74
％
と

い
う
現
状
の
中
、
生
活
物
資
に

対
す
る
運
賃
軽
減
対
策
は
ど
の

よ
う
に
な
っ
て
い
る
の
か
。

離
島
物
価
高
の
要
因
は

輸
送
コ
ス
ト
が
そ
の
ま
ま

物
価
に
課
せ
ら
れ
る
。
沖
縄
県

で
実
施
中
の
実
証
実
験
の
成
果
・

動
向
を
注
視
し
、
同
様
な
事
業

導
入
に
向
け
て
、
県
、
奄
美
群

島
広
域
事
務
組
合
と
一
体
と
な

り
、
引
き
続
き
国
へ
要
望
し
て
い

く
。

ガ
ソ
リ
ン
は
10
円
助
成

さ
れ
て
い
る
が
本
土
と

の
価
格
差
は
ど
の
よ
う
に
な
っ

て
い
る
か
。

芋高　生三議員

生
活
物
資
に
対
す
る
運
賃
軽
減
対
策
はガ

ソ
リ
ン
価
格
は
、
７

月
の
離
島
モ
ニ
タ
リ
ン
グ

調
査
で
は
、
沖
永
良
部
島
の
平

均
価
格
は
１
リ
ッ
ト
ル
当
た
り

１
７
１
・
８
円
で
本
土
と
の
平
均

価
格
差
は
18
円
と
な
っ
て
い
る
。

行
財
政
に
つ
い
て

本
年
度
の
ふ
る
さ
と
納

税
額
は
直
近
で
い
く
ら

に
な
っ
て
い
る
か
。
ま
た
、
寄
附

金
額
を
増
や
す
た
め
の
対
策
を

ど
の
よ
う
に
打
ち
出
し
て
い
る

か
。

平
成
26
年
度
納
税
額
は
、

26
件
で
３
，
５
８
１
，

１
１
１
円
、
平
成
27
年
度
は
８
月

末
現
在
で
８
件
、
１
，
３
５
０
，

０
０
０
円
と
な
っ
て
い
る
。

　

新
制
度
の
周
知
を
図
る
と
と

も
に
、
今
年
度
か
ら
返
戻
品
の

充
実
を
図
り
、
本
町
独
自
の
チ

ラ
シ
を
作
成
し
、
全
国
の
沖
洲
会

を
と
お
し
て
、
本
町
出
身
者
な

ど
へ
広
く
案
内
す
る
な
ど
、
制
度

本
来
の
趣
旨
を
踏
ま
え
な
が
ら
、

積
極
的
な
活
動
を
行
い
、「
和
泊

町
」
の
フ
ァ
ン
を
一
人
で
も
多
く

増
や
せ
る
よ
う
な
施
策
に
取
り

組
ん
で
い
る
。

職
員
採
用
試
験
の
採
用

基
準
は
ど
の
よ
う
に
定

め
ら
れ
て
い
る
か
。

職
員
採
用
試
験
は
、
現

在
、
明
文
化
さ
れ
た
採

用
基
準
と
い
う
も
の
は
な
い
。
職

員
の
採
用
・
任
用
の
根
拠
は
、
地

方
公
務
員
法
第
15
条
に
お
い
て
、

「
職
員
の
任
用
は
、
受
験
成
績
、

勤
務
成
績
そ
の
他
の
能
力
の
実

証
に
基
づ
い
て
行
わ
れ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。」
と
さ
れ
、
本
町

は
主
に
職
員
採
用
試
験
を
実
施

し
て
採
用
者
を
決
定
し
て
い
る
。

　

第
１
次
試
験
は
、
教
養
試
験

と
事
務
適
正
検
査
の
得
点
結
果

を
基
に
、
外
部
委
員
４
名
を
含

め
た
職
員
採
用
試
験
委
員
会
（
以

後
、委
員
会
）
に
お
い
て
審
議
し
、

試
験
の
合
格
者
の
候
補
者
を
上

位
の
者
か
ら
推
薦
い
た
だ
き
、
そ

の
推
薦
を
基
に
合
格
者
を
決
定

し
て
い
る
。

　

そ
の
後
、
第
１
次
試
験
合
格

者
は
、
第
２
次
試
験
を
実
施
し
、

作
文
試
験
の
採
点
と
面
接
試
験

問

問

問

問 答

答

答

答
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の
面
接
官
、
採
点
と
も
に
、
委
員

会
の
委
員
の
方
が
行
っ
て
い
る
。

そ
の
採
点
結
果
を
基
に
、
再
度

委
員
会
で
審
議
し
、
第
２
次
試

験
の
合
格
者
候
補
者
を
上
位
の

者
か
ら
推
薦
し
て
い
た
だ
き
、
そ

の
推
薦
を
基
に
合
格
者
を
決
定

し
て
い
る
。

　

そ
の
合
格
者
は
採
用
候
補
者

名
簿
に
登
載
さ
れ
、
採
用
者
の

決
定
は
、
教
養
・
事
務
適
正
・

文
書
作
成
能
力
・
自
己
ア
ピ
ー

ル
力
・
堅
実
性
・
強
調
性
な
ど

あ
ら
ゆ
る
面
を
総
合
的
に
判
断

し
て
、
決
定
し
て
い
る
。

農
業
振
興
に
つ
い
て

畑
か
ん
の
料
金
設
定
は

ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い

る
か
。
ま
た
、
農
家
の
水
料
金

に
対
す
る
負
担
軽
減
策
は
な
い

の
か
。

畑
か
ん
料
金
の
設
定
は
、

総
代
会
に
お
い
て
10
ア

ー
ル
当
た
り
３
，
０
０
０
円
の
基

本
料
金
と
、
１
㌧
当
た
り
15
円

の
水
使
用
料
金
が
承
認
さ
れ
て

い
る
。

　

農
家
の
負
担
軽
減
対
策
は
、

平
成
25
年
８
月
に
設
置
さ
れ
た
、

和
泊
町
干
ば
つ
対
策
本
部
設
置

要
綱
第
４
条
第
３
項
で
協
議
し

た
も
の
に
つ
い
て
、
和
泊
町
補
助

金
等
交
付
規
則
に
基
づ
き
軽
減

対
策
を
実
施
し
て
い
る
。

　

こ
れ
ま
で
の
実
績
は
、
平
成

25
年
度
の
干
ば
つ
対
策
補
助
金

と
し
て
、
申
請
面
積
１
１
３
・
７

ヘ
ク
タ
ー
ル
に
対
し
、
１
２
１

名
の
農
家
に
１
㌧
当
た
り
15
円

の
水
代
を
８
円
の
補
助
で
、
１
，

１
１
０
，５
３
１
円
を
支
援
し
た
。

省
エ
ネ
ル
ギ
ー
対
策
に

つ
い
て庁

舎
を
は
じ
め
、
全
て

の
公
共
施
設
に
Ｌ
Ｅ
Ｄ

照
明
を
導
入
で
き
な
い
か
。

環
境
に
や
さ
し
い
循
環

型
エ
コ
の
町
づ
く
り
と
し

て
、
町
内
の
10
施
設
に
「
太
陽
光

発
電
施
設
」
及
び
「
省
エ
ネ
ル
ギ

ー
照
明
」
の
電
気
料
の
削
減
額

を
把
握
す
る
た
め
、「
エ
コ
タ
ウ

ン
推
進
計
画
」
を
策
定
し
、
取
り

組
ん
で
行
く
。

環
境
省
は
全
国
の
自
治

体
に
対
し
、
通
学
路
等
、

全
て
の
街
路
灯
を
Ｌ
Ｅ
Ｄ
電
球

に
取
り
換
え
る
よ
う
推
進
し
て

い
る
が
、
本
町
の
取
り
組
み
は

ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
か
。 山下　幸秀議員

公
共
施
設
に
Ｌ
Ｅ
Ｄ
を
、
公
用
車
に
電
気
自
動
車
を

防
犯
灯
７
０
０
基
、
通
学

路
灯
１
２
６
基
を
設
置

し
、
環
境
省
が
推
進
す
る
Ｌ
Ｅ
Ｄ

照
明
の
導
入
支
援
は
、
関
係
課

と
情
報
を
共
有
し
、
本
町
で
の

有
効
性
に
つ
い
て
協
議
・
検
討
し

て
行
く
。電

気
自
動
車
の
普
及
が

進
む
中
で
全
て
の
公
用

車
を
年
次
的
に
切
り
替
え
て
い

く
考
え
は
な
い
か
。

国
が
次
世
代
自
動
車
の

普
及
を
推
進
し
て
い
る

た
め
、
今
後
増
加
す
る
こ
と
が
予

想
さ
れ
る
。
本
町
で
も
す
で
に
公

用
車
と
し
て
導
入
し
て
お
り
、
ラ

ン
ニ
ン
グ
コ
ス
ト
等
を
調
査
し
、

次
世
代
自
動
車
の
導
入
を
検
討

し
て
い
く
。

新
庁
舎
建
設
に
あ
た
り
、

断
熱
材
、
サ
ン
ゴ
礁
石

材
を
ふ
ん
だ
ん
に
取
り
入
れ
、

屋
上
に
は
太
陽
光
発
電
を
導
入

す
る
計
画
は
な
い
か
。

省
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
配
慮

し
た
庁
舎
を
考
え
て
お

り
、
策
定
委
員
会
の
中
で
も
、
ユ

リ
の
花
を
取
り
入
れ
、
町
民
プ

ラ
ザ
に
琉
球
石
灰
岩
を
使
用
し
、

南
国
ら
し
い
資
源
の
活
用
を
検

討
し
て
い
く
。
太
陽
光
発
電
に
つ

い
て
は
、
費
用
対
効
果
を
考
え
、

電
気
事
業
者
の
買
い
取
り
価
格

な
ど
調
査
の
上
検
討
し
て
行
く
。

問

問

問

問

問 答

答

答

答

答
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●●●　町政へ要望　●●●
　町政について要望等があるときは、どなたでも「請願書」又は「陳情書」を町議会に提出することができます。
　請願については、紹介議員が必要で、提出された請願書は関係する常任委員会で審査された後、本会議で

採決されます。町だけで対応できない問題は、国などに意見書として送
付します。	
　手続きは、請願又は陳情の要旨を簡潔・明瞭に示し、提出年月日、提
出者の住所・氏名を記載し、押印した上で議長宛に提出することになり
ます。	
　陳情には、紹介議員は必要ありません。審査は請願に準じます。	
請願書・陳情書の作成については、紹介議員または議会事務局までお問
い合わせください。

お問い合わせは、議会事務局（92-2569）まで　

　総務文教常任委員会は、循環型エコの町づくり及び財政健全化について閉会中の継続調査を実施した。
　循環型エコの町づくりについては、株式会社モトエ沖縄販売、シャープ株式会社より、講師を派遣いただき、
政府が公表している「エネルギー基本計画」や各種補助事業等、また、本町学校施設での照明器具ＬＥＤ
使用に切り替えた場合のシミュレーションの説明があり、委員からは早急的な対応は財政との調整も必要で
あるが、年次的な計画で実施が必要である等の意見が出された。
照明における電気代（概算数値）和泊中学校事例

現在の照明
（照明購入及び処分費込）

ＬＥＤに交換
（照明購入及び処分費込） 削減額

1年間 2,569,000 円 642,250 円 1,926,750 円

5 年間 12,845,000 円 3,211,250 円 9,633,750 円

10 年間 25,690,000 円 6,422,500 円 19,267,500 円

　財政健全化については、総務課財政係より、各種計画を含めた将来負担比率の推移や新庁舎建設財政
シミュレーションの説明があった。実質公債費率、将来負担比率ともに高い中で今後、より一層財政の健全
化の取組を十分に留意しながら、新庁舎建設には取組むよう要望した。

　経済建設常任委員会は、サトウキビ単収向上及びユリ球根の販売対策等を閉会中の継続調査として経済
課と協議を行った。
　サトウキビ単収向上は、委員から単収向上対策の強化、トラックタンカーの利用拡大、水掛けに対する塩
害対策予防等の意見が、またユリ球根販売対策及び生産拡大は、販売金額、生産数量等の減少に危機感
を持って努力することや「凛」、「えらぶ白星」の早期供給、市場評価の獲得等の意見が出された。
これに対し、担当課から、単収向上は手引きを全農家に配布し、意識向上を促す。トラックタンカーは故障
などもあるため、今後増設を検討するとの説明があった。
　ユリ球根販売対策及び生産拡大については、商社の販売可能数量提示に生産者も苦慮している現状や
本年度は、「ひのもと」、「凛」・ 「えらぶ白星」とも1万球供給できるなどの説明があった。

閉会中の継続調査
総務文教常任委員会

経済建設常任委員会
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平成26年度　全ての会計決算を認定
　平成 26 年度の一般会計及び特別会計・水道事業会計は決算審査特別委員会に付託審査され、最終本会議
で採決の結果全ての決算が認定されました。
※金額は千円単位四捨五入

一般会計／歳入総額70億7,640万円　歳出総額69億3,840万円
　歳　入    　単位：万円  　歳　出   単位：万円

区　　　　分  平成 26 年度 区　　分 平成 26 年度
決算額 対前年度比 決算額 対前年度比

町税 58,388 −390 議会費 8,620 −22
地方譲与税 7,527 −368 総務費 101,533 14,280
利子割交付金 88 −7 民生費 109,057 5,635
配当割交付金 250 185 衛生費 54,690 2,079
株式等譲渡所得割交付金 170 60 農林水産業費 77,488 13,536
地方消費税交付金 7,272 1,315 商工費 5,214 301
自動車取得税交付金 502 − 699 土木費 95,851 7,095
地方特例交付金 70 −15 消防費 31,392 12,786
地方交付税 304,917 3,347 教育費 43,435 − 60,403
交通安全対策特別交付金 144 −26 災害復旧費 5,574 −16,236
分担金及び負担金 7,124 −1,934 公債費 116,605 3,509
使用料及び手数料 11,450 311 諸支出金 44,380 −20,651
国庫支出金 66,622 − 45,902 合　　計 693,839 −38,091
県支出金 45,542 13,597
財産収入 3,623 394
寄附金 4,058 3,608
繰入金 69,497 29,857
繰越金 16,773 −1,777
諸収入 8,740 287
町債 94,883 − 42,905
合　　　　計 707,640 − 41,064

特別会計／歳入総額　24億4,192万円　歳出総額　24億1,736万円
単位：万円　

会　計　別 歳　　入 歳　　出
決算額 対前年度比 決算額 対前年度比

国民健康保険 107,142 1,181 106,921 1,044
介護保険 86,405 2,442 84,850 2,455
奨学資金 1,285 82 578 62
下水道事業 20,971 1,317 20,969 1,317
農業集落排水 22,244 −2,159 22,242 −2,158
後期高齢者医療 8,245 537 8,080 485
特別会計の計 246,292 3,401 243,640 3,205

水道事業会計
単位：万円　　　　　　　　　

区　　　　分 収入 支出 純利益
収益的収入及び支出 19,846 19,600 246
資本的収入及び支出 123 8,850 − 8,727
　資本的収入が資本的支出に不足する額 8,727 万円は、過年度分損益勘定留保資金 121万円、当年度分消
費税資本的収支調整額 183 万円及び当年度分損益勘定留保資金 6,333 万円、建設改良積立金 1,800 万円、
減債積立金 291万円で補てんした。
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決算審査意見書要約
（和泊町代表監査委員　菅村　寛仁）

●一般・特別会計決算審査
　各会計の事務処理において、計数の確認、年度や予算との整合性などを監査し、出納事務が適正に行わ
れていることを確認した。調書の計数に誤りはなく、平成 26 年度各会計の決算は正確に処理されている
と認める。
　本町の財政状況については、公債費率が高く、今年度は対前年度で 0.1％減とわずかな改善は見られる
ものの、今後、十分留意した事業展開が必要な状況である。
　また、経常収支比率が 97％と高く、財源的に余裕のない状態であることから、町税や各種債権の確実
な徴収と、手数料や利用料など受益者負担の見直しによる自主財源の確保に一層の努力が求められる。
　本町は、他町村には見られない多くの先進的事業を実施しており、町民の生活向上に大きく貢献してい
ると認められるが、今後は他会計への繰出しや施設等の維持管理にも歳出増加が予想されることから、財
政の健全化に留意しつつ長期的見通しに立った行政運営が望まれる。

●水道会計決算審査
　収益力については料金の改定を行っていないこと（平成 26 年度末時点）、有収配水量そのものが減少
傾向にあることから、厳しくなっている。平成 27 年度に起債償還のピークが来ることとなっており、料金
の改定など、今後も償還財源の確保に充分留意した経営が求められる。

●財政健全化審査
　提出された算定書類は適正に作成されているものと認められる。※ 1 実質公債費比率は 16.7 から 16.6
と 0.1％、※ 2 将来負担比率は 143.4 から 141.7 と 1.7％減少し、わずかではあるが改善されている。まだ
健全化基準の範囲内ではあるが、今後の起債状況を考慮すると比率の増加も予想されるので、新規事業の
実施については、厳しく取捨選択するとともに、受益者負担の見直しや各種町債権の徴収率向上など、自
主財源の確保を図り、町政発展のため積極的運営に努めていただきたい。　　
※１　実質公債費率とは…自治体の収入に対する負債返済の割合を示し通常、３年間の平均値を使用。
　18% 以上だと、新たな借金をするために国や都道府県の許可が必要。25% 以上だと借金を制限される。
　和泊町は 16.6％
※２　将来負担比率とは…公社や出資法人も含め、自治体が将来支払う可能性がある負債の一般会計に対
　する比率。350% 以上で早期健全化団体となり、財政健全化計画の策定が義務づけられ、取り組みが不
　十分であれば国・県から勧告を受けて財政運営に関与される。和泊町は 141.7％

●経営健全化審査
　提出された書類に不備はなく、現在のところ資金不足が生じておらず適正に運営がなされているものと
認められる。
　今後とも起債償還等を見据えた計画的運営に取り組む必要がある。

決算特別委員会による平成26年度事業実施地区現地視察

県営農地整備事業第四畦布地区 空家住宅改修事業（畦布物件））
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　８月４日（火）に開催され、９名の議員が登壇し、一般
質問が行われ、傍聴に約 30 人の中学生が訪れた。
以下、質疑応答の概要。
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第19 回 子ども議会
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さ
て
、
平
成
27
年
第
３
回
定

例
会
を
開
催
し
、
町
長
の
行
政

報
告
、
４
名
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一
般
質
問
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平

成
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を
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ま
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子ども議会を通して
城ヶ丘中学校３年　谷山　清哉 議長

　今回、この子ども議会の議長をさせていただき、私にとって大変貴
重な経験となりました。
　初めて座る議長席や緊張感のある議会室で、戸惑いや不安に耐え
ながらの議長職でした。役割の重要さを理解できるだけに、事前に自
宅で何度も原稿を読み返し、本番をイメージしながら練習してきたも

のの、最初から最後まで緊張の連続でした。
　しかし、質疑応答に一生懸命臨んでくださったみなさんやサポートしてくださった方々のおかげで、私も無事、
役目を終えられたことに大きな充実感を感じています。
　本日、各学校の代表として質問してくださった皆さんは、和泊町、沖永良部のことを「こうすると良くなる」と、
真剣かつ具体的に考え、質問したり意見を述べたりしていました。　
　この子ども議会をきっかけに、自分の住む町やこれからの未来を思う気持ちが深まったのではないでしょう
か。
　また、質問に真摯に答えてくださった役場職員の方々にも、私たちが和泊町や沖永良部のことをどのように
思い、考えているかを知っていただけたと思います。今日のこの時間は、そういう意味で、本当に有意義で価
値ある時間だったと思います。
　最後になりましたが、私たち若者がこれからの島の未来を創っていくためにも、この子ども議会での経験を
活かし、今後も共に学び合っていきましょう。


